






LRTネットワークをはじめとして、公共交通ネットワークの形成を図るとともに、鉄軌道、バ
ス、自動車といった異なる交通モード間が連携したシームレスな移動環境を形成し、自動車利
用から公共交通への転換を図ります。

中心市街地や公共交通沿線において、魅力的な住環境の形成と居住に対する支援を行いながら、
商業・医療・福祉等の都市機能の集積を図ります。

郊外の戸建住宅から、まちなか・公共交通沿線の集合住宅への住み替え促進と戸建住宅の省エ
ネ性能の向上を図ります。
　

郊外の戸建住宅においても、住宅の更新と合わせた省エネ性能の向上を図り、環境負荷の少な
いライフスタイルへの転換を促進します。
　

次世代エネルギーパーク等を活用するなど環境学習の機会や場の充実により、環境に対する市
民意識の高揚を図ります。

急流河川が多いという特性を活かした小水力発電や、市域の7割を占める森林を活かした森林
バイオマスなど、地域特性を活かした再生可能エネルギーの導入を促進します。
　 

廃棄物由来の再生可能エネルギー（バイオマス発電、バイオマス熱利用、バイオ燃料等）を多
様な産業活動に活用することで、資源・エネルギー循環の面的な展開と産業活動の効率化を促
進します。
　

産業施設や業務施設の省エネルギー性能の向上、都市開発の機会を捉えた高効率なエネルギー
システムの導入のほか、自動車利用の見直し、就業空間、生産活動の低炭素化により、環境負
荷の少ないワークスタイルや生産活動への転換を促進します。

･･･当初計画に基づく低炭素社会形成に向けた環境整備、制度設計・試行、
    モデル開発への支援

環境モデル都市選定：2008（平成20）年

現在：2013(平成25)年

中期：2030(平成42)年

長期：2050(平成62)年





 

 

（１）　路面電車の南北接続

富山駅の高架化と富山駅周辺の整備にあわせ、駅北側にある富山ライ
トレールの軌道を南側の市内路面電車軌道に接続し、路面電車の南北
一体化を図り、路面電車のネットワークを構築します。

（２）　西町南地区での再開発

再開発事業の一環として中心市街地の西町南地区において、業務及び
ガラス美術館や図書館などの複合施設の整備に対して支援し、まちな
かの魅力創出と中心市街地の活性化を図ります。 

（３）　新エネルギーの導入などによる低炭素住宅の普及

太陽光発電システムやペレットストーブ、エネファームなど、再生可
能エネルギーやエネルギー効率の高い住宅用省エネ設備に対して支援
し、省エネルギー・新エネルギーの導入を促進します。
新たな住宅団地での戸建住宅の建設においては、建物の省エネルギー
化やＣＯ２排出量の抑制を図る低炭素住宅を普及します。

（５）　農山村活性化に向けた新エネルギー施設・整備の導入

農業用水を活用した小水力発電設備等の整備を推進し、農業用施設の
維持管理等に係る農家負担の低減を図ります。
発電した電力は農業機械やＥＶ等で活用するほか、余剰電力の売電収
益を活用した環境配慮型の農業農村振興事業の展開などにより、地球
温暖化対策と農山村の活性化を一体的に推進します。

（４）　次世代エネルギーパーク等を活用した環境意識啓発の推進

平成24年1月に「次世代エネルギーパーク」として認定を受けたこと
から、富山市内の地域特性を生かした小水力発電、太陽光発電、木質
バイオマス燃料製造施設、バイオマス発電施設などの新エネルギー施
設を活用し、小中学生の環境学習や市民のエコツアーの拠点として啓
発活動を行います。
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